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第 3 章では，まず， 35種類の蛍光体について58.4-300nm の波長領域における励起スペクトルを実
測し，発光色度とあわせて放電表示パネルに適した 3 原色蛍光体を選択しているO 次に，透過蛍光面使
用負グロー表示セルを提案し， NTSC方式の 3 原色に近い発光や，比較的広い電流一輝度特性などを
確認しているO
第 4 章では発光効率，輝度を向上させ， しかもセルピッチの微小化を図るための最適な表示セル形状

























(5) 以上を総合して 8 インチ放電表示装置を試作し，ハイビジョンに対しても十分対応可能な高速応答
特性と高いコントラストを確認しているo
以上のように本論文は放電表示パネルの高輝度化技術を開発して，放電表示装置に関する有用な知見
を加えたものであって，電子工学の分野における貢献が大きい。よって博士論文として価値あるものと
認める。
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